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6.   師範大学附属高級中学での研修について 

 

 



 

7.   グループ別研修について 

 

 

 

 

 



8.   台湾研修全体を振り返って、答えてください。 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

(9)  台湾研修旅行に向けて準備してよかったこと 

・歴代総督に触れたこと。 

・プレゼンテーションの際にその内容を英語としても自分の中に落とし込むこと。 

・英語でのプレゼンテーション 

・SSRのプレゼンに対する質問を想定したこと 

・グループ研修の際の電車で、どこで降りるかを調べたこと 

・英語と繁体の練習 

・原稿、台湾の文化やマナーを学んでおくこと 

・海外で会話出来る最低レベルの英語の勉強 

・スライドの発表、服 

・プレゼンテーションの内容を頭に入れて、ある程度暗記したことでスムーズにプレゼンできた。 

・英語の学習と並行で、中国語も少し学んでおいたこと。あまり聞き取れなくても、台湾の方の発音を

生で聞くことが出来た。 

・英語力 



・キャリーバッグを大きめのものにして良かったです。帰りのお土産のスペースも確保できると安心だ

と思います。常備薬なども必須だと思います。 

・事前に台湾でのマナーや習慣、価値観の違いを調べておいたことで日本とは違うことを理解し、受け

入れられたこと。 

・英語でプレゼン台本を作っておいたことで、言葉に詰まることなく発表できた。 

・行き先やそこでの買い物場所の下調べ 

・帰りはお土産もあるので、キャリーバッグを大きめのものにして良かったです。 

・訪問する施設について事前に調べたこと。荷物をスーツケースにいれるのか手荷物にいれるのか、持

ち込み禁止のものは何かを調べておいたこと。 

・台湾の生活文化に対する知識の収集。気温と服装の確認。 

・プレゼンの練習をしたので自信を持って発表できた。 

・中国語講座で基本的な中国語を学んでいたことで、なにか知っている中国語ある？というような話題

のときに話の種になったこと。 

・歴史に関する事前学習、英語での基本的なコミュニケーション練習、台湾の文化を調べたことなど。 

・現地の歴史的背景についてそれなりの勉強をしてから研修に臨めたのは間違いなく準備として良好な

ことであった。 

・プレゼン 

・持ち物をしっかりまとめること。 

 

(10) 台湾研修旅行に向けて準備しておけばよかったこと 

・英語と中国語 

・プレゼンテーションの英語をもっと簡単にすることや伝わるだろうではなく、伝えるスライドと原稿、

発表にすること 

・トイレットペーパーをゴミ箱に捨てる練習 

・台湾の人がペラペラすぎて英語が理解できないことがあったのでスピーキング、リスニングの能力を

つけておけば会話をもっと楽しめたと思う。 

・英語で話す力 

・口に合わない料理もあったのでいつでも食べられる日本の食べ物をもう少し持っていけば良かったで

す。 

・もう少し台湾の文化を学んだり、中国語を勉強しておけばよかったと思う。府中の生徒は日本の文化

にすごく興味を持ってくれたり日本語が堪能な人までいて積極的、好意的に交流してくれたが、一方

で自分はある程度調べただけでそこまで深く台湾の文化や中国語を勉強しておらず交流する上でま

だまだ至らない所があるなと感じたため、もし別の機会に交流するときはもっとその国について深く

調べたい。 

・日本の文化（人気のあるアニメやドラマなど）の知識をつけておくと現地高校生や大学生と話す時の

話題になる。 

・口に合わない料理もあるので、いつでも食べられる日本の食べ物をもう少し持って行けばよかったで

す。 

・台湾のマナーや衛生環境（特にトイレ）について事前に情報が欲しかった。 

・師範大学でコミュニケーションをとれるほどの英語力を身につけるために日頃から勉強しておけばよ

かった。この研修旅行をモチベーションに勉強できていればもっと現地の人と話せたのかなと思う。 

・空港での詳しい行動の確認。 

・日常会話で使えそうな英語のフレーズを覚えていけばよかった。日本食が恋しくなるのでせんべいを



持っていけばよかった。 

・師範大学附属高級中学での研究発表で質問がたくさん出されたときに英語でうまく答えられず、日本

語の達者な台湾の学生さんに頼る形になってしまったので、予想される質問とその回答を事前に用意

しておけばよかった。 

・言語関係(台湾語をもう少し覚えたり英語をもっと話せるようになっていたら良かった) 

・「蒋介石」「中正記念堂」などの言葉の英訳を覚えてから研修に臨むべきだった。 

・文化の理解 

・プレゼンテーションの通し練習 

 

(11) その他、自分の将来に活かしたいと思ったこと 

・海外の人たちと交流することへの抵抗感がなくなったこと。 

・海外での研修を活かし、これからの生活で外国の人と話すことや英語を使っていくことに対する壁を

取り除いていきたいと思った。 

・海外と自国の違いを踏まえて、自分の行動が世界で多くの人に受け入れてもらえるのかを考えて労働

したり、海外でのコミュニケーションを取ったりしようと思った 

・日本で当たり前だと思っていたことが、海外に行くと当たり前じゃないことが多かったので、これか

ら色んな人と交流するときには、自分の行動が正しいと思わず臨機応変に対応していきたいと思った 

・簡単な会話だったら、文の精度をそこまで気にしなくても伝える気持ちと相手の聞く態度があれば会

話ができることがわかったので、海外でも自信を持って闊歩できることがわかった。その経験をコミ

ュニケーションや、交流機会の際に活かしていきたい 

・海外の人とのコミュニケーションがとても楽しいと感じたのでグローバルなコミュニティを築くてい

きたいと思えた 

・食文化か価値観、学習意欲の違いを肌で感じることが出来たのは、私にとってすごく良い刺激になり

ました。何をするにしても、やはり英語のリスニング力とコミュニケーション力が必要不可欠だと感

じたので、更に多言語の学習に力を入れたいなと思いました 

・勇気を出して果物を食べたり、行動力 

・初めての海外で、台湾の良さとともに日本の良さを再確認できました。将来の選択肢を増やせるよう

に、英語をはじめ、日々の学習に励んでいきたいと思いました。 

・附中の高校生と交流することで、初めて会う人と英語でコミュニュケーションをとる力を身につける

ことが出来た。初の海外研修で異文化を学ぶことができた。 

・初めての海外で、台湾の良さとともに日本の良さを再確認できました。将来の選択肢を広げられるよ

うに、英語をはじめ、日々の学習に励んでいきたいと思いました。 

・初めての空港で緊張していたけど、今回の研修で飛行機に乗ることのハードルが下がったので、これ

から国内外いろいろなところを訪れてみたいと思った。 

・失敗を恐れないチャレンジ精神。英語コミュニケーション技術の向上。搭乗券をなくさない。 

・私にとっては初海外、初飛行機だったので、こうして経験できたことが良かった。大学では留学した

いと思っているので、この経験を活かしたい。 

・今回台湾に行ってみて、もうひとりでも海外行けそうな気がしてきたのでもっといろいろなところに

行ってみたいと思った。 

・自分は異文化を体験したり様々な人との出会いに心から楽しさを感じることを改めて実感しました。

今回の研修で得た課題や発見、新しい友達との交流を自分の夢を叶えるためのモチベーションにした

いです。 

・海外経験は初めてで、日本とは全く異なる文化に触れ、また日本と全く同じ文化にも触れ、グローバ



ル化を理論としてだけでなく体感することができた。国際感については反省が多かったので、国際人

として生きるにあたって、感覚の違いへの配慮を大切にしていきたい。 

・英語でのコミュニケーションで大事なことがよくわかった 

・気軽で温かいコミュニケーションや、自由な発想に触れ、忘れずに自分のものにしていきたいと思っ

た。 

 


